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２
月
４
日
A
、
広
渕
小
学
校
講
堂
で
、
第

23
回
河
南
地
区
駐
在
所
杯
争
奪
「
綱
引
き
・

縄
跳
び
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
る
少
年
た

ち
が
綱
引
き
と
縄
跳
び
競
技
を
通
じ
て
、
健

全
育
成
と
体
力
の
増
強
を
図
る
と
と
も
に
、

河
南
地
区
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

綱
引
き
単
位
団
チ
ー
ム
の
部 

　
優
　
勝
　
鹿
又
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

綱
引
き
ふ
れ
あ
い
チ
ー
ム
の
部 

　
優
　
勝
　
前
小
笠
松
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

縄
跳
び
団
体
戦
の
部 

　
優
　
勝
　
北
小
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

       

縄
跳
び
持
久
飛
び
の
部 

　
優
　
勝
　
鹿
又
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
　
　
　
山
内
　
笑
舞
さ
ん 

縄
跳
び
ダ
ブ
ル
サ
イ
ク
ル
の
部 

　
優
　
勝
　
河
南
デ
ィ
ア
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
　
　
　
山
田
　
奈
緒
さ
ん 

縄
跳
び
ト
リ
プ
ル
サ
イ
ク
ル
の
部 

　
優
　
勝
　
河
南
デ
ィ
ア
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
　
　
　
木
村
彩
紗
望
さ
ん 

縄
跳
び
ク
ロ
ス
サ
イ
ク
ル
の
部 

　
優
　
勝
　
北
小
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
　
　
　
相
澤
　
拓
毅
君 

総
合
の
部 

　
優
　
勝
　
鹿
又
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

  

　
地
区
に
伝
わ
る
伝
統
の
火
伏
せ
の
行
事
「
初

午
」
が
２
月
11 
日
A
、
寺
崎
地
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
寺
崎
青
年
会
（
会
長
　
小
野
悠 

一
）が
、旧

暦
の
初
午 

（
２
月
の
最

初
の
午
の

日
）
に
近

い
こ
の
時

期
に
毎
年

実
施
し
て

い
る
も
の

で
す
。 

　
道
化
や 

  

獅
子
、

天
狗
な

ど
に
扮

し
た
青

年
会
員

15 
人
が
、

「
悪
魔

払
い
、

悪
魔
払

い
」
と 

奇
声
を
発
し
な
が
ら
地
区
内
を
駆
け
回
り
、

各
家
庭
の
茶
の
間
や
台
所
の
「
煤
」
を
払
い

な
が
ら
、
今
年
1 
年
の
無
火
災
を
祈
願
し
ま

し
た
。 

 

  

　
２
月
５
日
B
、
釜
谷
地
区
で
、
伝
統
行
事

「
水
か
ぶ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
地
区
の
長
男
ら
跡
取
り
で
組
織

す
る
釜
谷
神
風
講
の
中
か
ら
代
表
３
人
が
選

ば
れ
、
家
々
の
前
に
置
か
れ
た
バ
ケ
ツ
に
入

っ
た
冷
た
い
水
を
頭
か
ら
勢
い
よ
く
か
ぶ
り
、

無
火
災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
日
は

天
候
も
よ
く
、
沿
道
に
詰
め
掛
け
た
地
区
の

方
々
か
ら
は
、
大
き
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

　
釜
谷
地
区
は
、
江
戸
時
代
に
全
戸
を
焼
失

す
る
火
事
が
度
々
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
水
を
か
ぶ
る
こ
と
で
防
火
を
祈
ろ
う

と
、
初
午
が
２
月
５
日
ま
た
は
10 
日
に
当
た

る
年
に
、
こ
の
「
水
か
ぶ
り
」
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
昨
年
の
２
月
10 
日
も
初
午
に
当
た
り
、
２

年
続
け
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は

約
15 
年
後
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

              

　
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
お
め
つ
き
」
が
、
１
月
24
日
D
、
名
振 

地
区
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

　
220
年
以
上
も
の
歴
史
が
あ
る
こ
の
お
祭
り

で
は
、
秋
葉
神
社
で
の
一
年
間
の
無
火
災
と

家
内
安
全
・
大
漁
祈
願
の
あ
と
、
独
特
の
「
丁

印
」
を
先
頭
に
「
山
車
」
が
激
し
く
も
ま
れ

な
が
ら
地
区
内
を
練
り
歩
き
、
各
組
の
旧
家

に
向
か
い
ま
す
。
そ
こ
で
披
露
さ
れ
る
寸
劇

が
「
お
め
つ
き
」
と
呼
ば
れ
、
男
と
女
を
象 

徴
す
る
小
道
具
や
ね

た
が
使
わ
れ
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
日
も
地
区
内
外

か
ら
訪
れ
た
大
勢
の

見
物
客
た
ち
が
笑
い

の
渦
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。 

雄勝地区 河北地区 

桃生地区 河南地区 
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このコーナーでは、催し物やまちのできごと、地域の情報などを紹介します。

  

　
風
景
写
真
の
第
一
人
者
の
竹
内
敏
信
氏
を
迎
え

て
写
真
セ
ミ
ナ
ー
「
第
５
回
太
平
洋
写
真
学
校
　

北
上
教
室
」
が
１
月
27
日
G
〜
28
日
A
に
開
催
さ

れ
、
北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
か
ら
写
真
愛
好
家

75
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
日
本
の
音
風
景
百
選
」

に
も
選
ば
れ
た
「
北
上
川
河
口
の
ヨ
シ
原
」
な
ど 

北
上
町
の
美
し
い
自
然
景
観
の
Ｐ
Ｒ
を
目

的
と
し
て
始
ま
り
今
年
で
９
年
目
に
な
り

ま
す
。 

　
初
日
は
、
竹
内
敏
信
氏
に
よ
る
写
真
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
こ
れ
ま

で
撮
影
し
た
自
慢
の
作
品
を
持
参
し
、
１

枚
１
枚
丁
寧
な
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

　
水
辺
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
て
の
撮
影
会 

で
は
、
黄
金
に
色
づ
い
た
ヨ
シ
が
川
岸
を

美
し
く
彩
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
で 

カ
メ
ラ
が
立
ち
並
び
ヨ
シ
の
音
色
と
カ
メ
ラ
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
の
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。 

　
セ
ミ
ナ
ー
最
後
に
は
第
７
回
に
っ
こ
り
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
も
行
な
わ
れ
、
石
巻
市
長
賞

に
南
三
陸
町
の
遠
藤
正
弘
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

  

　
１
月
18 
日
E
か
ら
３
月
15 
日
E
ま
で
、

牡
鹿
地
域
各
地
区
で
「
災
害
時
要
援
護
者

支
援
体
制
説
明
会
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
高
い
確
率
で
発
生

が
予
想
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖
地
震
な
ど

の
災
害
発
生
時
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
協
働
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
害
が
あ
り
自
力
で
の
避
難
な
ど
が
困
難

な
方
の
支
援
体
制
を
構
築
し
、
安
否
確
認

や
避
難
誘
導
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。 

　
災
害
に
備
え
て
自
助
・
共
助
・
公
助
に

よ
る
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
！ 

 

   

　
２
月
４
日
A
、
渡
波
公
民
館
に
お
い
て
第

35
回
渡
波
地
区
意
見
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
渡
波
地
区
の
住
民
が
日
ご

ろ
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
・
交
換
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
と
、

よ
り
よ
い
街
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
市
立
女
子
商
業
高
等
学
校
の

菅
原
優
維
さ
ん
を
最
初
に
、
小
学
生
７
人
、

中
学
生
４
人
、
高
校
生
３
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
発
表
者
は
、
「
あ
い
さ
つ
」
な
ど
の
身
近

な
話
題
や
「
い
じ
め
」
、
「
自
分
の
将
来
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
自
分 

   

の
言
葉
で
意
見
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。 

 

                 

    

　
１
月
28
日
A
か
ら
２
月
28
日
D
ま
で
、
慶

長
使
節
船
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
が
、
慶

長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
サ
ン
・
フ
ァ
ン

館
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
50
人
か
ら
151
点
の
応
募
が
あ

り
、
四
季
の
部
・
モ
デ
ル
の
部
・
イ
ベ
ン
ト

の
部
の
三
部
門
で
、
特
選
・
準
特
選
・
入
選

作
品
が
選
ば
れ
、
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
、
四
季
の
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ

ウ
テ
ィ
ス
タ
を
き
れ
い
に
写
し
取
っ
た
作
品

や
モ
デ
ル
の
若
々
し
さ
を
美
し
く
表
現
し
た

作
品
な
ど
合
計
23
点
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

牡鹿地区 北上地区 

石巻地区 
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▲ 寄磯地区での説明会の様子 


